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発の促進を目指す国家プロジェクトは、平成 14 年度～18 年度のナノテクノロジー総合支援







しいものがある。2 年に 1 回の文科省のサイトビジットはその一例である。また、平成 29
年度の調査によると、運営資金の 33％が文科省の事業委託費であり、法人負担が 40％、利
用料収入が 19％、その他 8％と実施機関の負担が大きいことがわかる。 
本学は、ナノテクノロジーネットワークでは北大と共同で参加していたが、ナノテクノロ
ジープラットフォームでは単独で実施機関となっている。私立大学で本事業に参加してい
たのは、早稲田大、豊田工大、本学の 3 校のみであり、平成 31 年度に本学が公立となって



















WG は昨年 3 月の報告書で述べているが、上述のように本学においても技術員の平均在任
期間が 2 年未満であり、人材確保は極めて困難な状況にある。6 年目の中間評価において、
 















発足時の登録装置は 8 群に分かれ、NMR（1 台）、透過型電子顕微鏡群（TEM、ミクロト
ーム、各 1 台）、EDX 群（SEM、EDX、各 1 台）、化学系分光測定装置群（VIS/UV、FTIR、
蛍光、各 1 台）、表面物性測定装置群（SNOM、FilmTek、エリプソメーター、顕微 IR、XRD、
AC-1、顕微分光、Nano Viewer、各 1 台）、薄膜形成支援装置群（真空蒸着器 3 台、スパッタ
装置 1 台、自己組織化構造作成装置 1 台）、高分子計測装置群（オートグラフ、TG/DTA、誘
電率測定装置、粘弾性スペクトロメータ、各 1 台）、FZ 炉（1 台）の 26 台であったが、必
要に応じて登録の加除を行い、現在 48 台を登録している。 
平成 24 年度ナノプラの補正予算（1 億円強）で、FE-SEM としては最高峰の JNM-7800F
















クロトーム（103 万円）は常温では薄切しにくい TEM の試料を凍結薄切する装置であり、
TEM 支援の幅を広げている。顕微鏡関連では他に蛍光顕微鏡（84 万円）、レーザー顕微鏡



















XRD を利用した。膜厚を見る Dektak （4 万円）、FilmTek （45 万円）、エリプソメーター（3
万円）、および表面形状を見る AFM（69 万円）、SNOM（147 万円）、簡易型 SEM（27 万円）
は古い装置を整備しながら支援に供してきた。通常の FTIR（50 万円）、VIS/UV（5 万円）、
蛍光（5 万円）等の分光計の他に円二色性分散計（1 万円）を整備した。また、試料作製用







































































































課題名：ナノスーツ法による生きた生物の SEM 観察 
参加者：4 名（九州大、大阪大、名古屋大、産総研） 
実施日：2019 年 10 月 24 日（木）～25 日（金） 
 
 
